
　　　　

◆総括表ほか給報整理に関する留意事項

特別徴収の方の給報

　

総括表

　　

　　　　

　　　　　令和７年１月３１日までにご提出ください。
　　　　  給与支払報告書の副本は提出不要です（給与支払報告書は正本１枚のみで結構です）。

普通徴収の方の給報

普通徴収申請書

総括表などについて
●整理⽅法
上段の要領で整理し、クリップ等（ホチキス、のり不可）で綴じて送付してくだ

さい。

●個人番号・法人番号について
個人事業主の⽅は個人番号を、法人の事業所は法人番号を必ず記入してください。

●訂正時
提出後に誤りなどが判明し、再度提出される場合は、⽤紙左上に「訂正分」と朱

書きしてください。

●個人事業主の⽅の「氏名・事業所・所在地」等について
個人事業主の⽅は、総括表の「給与支払者の名称又は氏名」の欄には個人の氏名

のみを記載してください。事業所名・屋号などは「所得税の源泉徴収をしている事
業所又は事業の名称」の欄に記載してください。また、「同上の所在地」の欄には、
必ず会社（事業所）の所在地を記載してください。（ここに記載してある住所に、
特別徴収関係の資料を送付させていただきます。）

●給与支払報告書の記入について
それぞれの欄の枠からはみださないように記載してください。（はみだしや印字

⑦

⑦

⑦

　



　　　　

◆給与支払報告書の留意事項

１ 令和７年１⽉１⽇現在の住所を番地・

アパート名・部屋番号まで詳細に記載します。

２ 個人番号は必ず記載してください。

３ 適⽤欄
●前職分がある場合
令和６年中に就職した人で、就職前の給与を通算

して年末調整を⾏った場合には、以下の５つを記載
してください。
①前職給支払者の名称及び住所
②前職の退職年⽉⽇
③前職の給与支払額
④前職の社会保険料の⾦額
⑤前職の源泉徴収税額
※就職前の給与が２ヶ所以上ある場合には、お手数
ですが前職給⽀払者毎に①〜⑤の記載をお願いしま
す。

・令和７年度のみ
所得税の定額減税額（R6分のみ）は以下の通り

適要欄に記載してください。
・控除された定額減税額
「源泉徴収時所得税減税控除済額 ×××円」

・控除しきれなかった定額減税額
「控除外額 〇〇〇円」

・R6に所得1,000万円超により配偶者分の
定額減税がR7減税となる方
「非控除対象配偶者減税有」

●普通徴収を希望される場合
普通徴収申請書に記載してあるＡからＥの略号の

うち、該当するものを記載してください。

4 扶養親族（配偶者含む）について
・個人番号は必ず記載してください。

・控除対象扶養親族欄が足りない場合
５人目以降の扶養親族は、摘要欄に氏名を記載し

てください。この場合、氏名の前に括弧書きの数字
を付し、「５人目以降の控除対象扶養〜」欄に記載
する個人番号との対応関係が分かるように記入して
下さい。

0 1個人番号 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 個人番号 0 1 2 3 4 5 6 7 8

4

(フリガナ) 　オオヅ　フユコ 区

分氏名 　大津　三郎 氏名 　大津　冬子

9

9 0

2

(フリガナ) 　オオヅ　ジロウ 区

分

５人目以降の16歳未満の

扶養親族等の個人番号氏名 　大津　春雄 氏名 　大津　秋子

4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4

　オオヅ　アキコ 区

分

個人番号 3 4 5 6 7 85 個人番号 9 0 1 2

個人番号 3 4 5 6 7 8 9 0 個人番号 8 9 0 1 2 3 4 5 7 8 91 2

区

分氏名 　大津　二郎 氏名

8 9 01

6

歳

未

満

の

扶

養

親

族

1

(フリガナ) 　オオヅ　ゴロウ

　オオヅ　ナツコ

6

2

(フリガナ)

4 5 6

(フリガナ) 　オオヅ　ハルオ 区

分 3

(フリガナ)

控

除

対

象

扶

養

親

族

1

(フリガナ) 　オオヅ　イ チロウ 区

分氏名 　大津　一郎 ○

3 4

3

3

4

(フリガナ) 　オオヅ　サブロウ 区

分

6 7 87 8 9 0 1 2 個人番号 7

氏名 　大津　五郎

個人番号 2 3

区

分

５人目以降の控除対象扶

養親族の個人番号

1 2 3 4 5

日 住宅借入 金等 特別

控除区分（2回目）

住 宅 借 入 金 等

年末残高（2回目）

円

( 源泉 ・特 別)

控除対象

配 偶 者

(フリガナ) 区

分 配偶者の

合計所得

円

個人番号

国民年金保険

料等の金額

円

旧長期損害

保険料の金額

円

氏名
600,000

住 宅 借入 金等

特 別 控除 可能

円 居 住 開 始 年 月 日

（ 2 回 目 ）

年 月
1 0 0 , 0 0 0

月
2 6 4

日 住宅借入 金等 特別

控除区分（1回目）
住

住 宅 借 入 金 等

年末残高（1回目）
1 0 , 0 0 0 ,0 0 0 円

1

（

市

町

村

提

出

用

）

(摘要)

前職 　 株 式会 社 オオ ヅ マ チ（ 菊 池郡 大 津 町△ △ 番地 ） 　 令和 6年 4月 3 0日 退 職

支払 額 　 2,5 0 0 , 0 0 0円 　社 保 　 4 00 , 0 0 0円 　源 泉 　 4 0, 3 0 0円

普通 徴 収 希望 　 Ａ  （ 令和 6年 4月末 　 退 職予 定 ）　 　 　 　　 　 　　 　 　 （１ ） 大津 　 四 郎

生 命 保 険 料

の 金 額 の 内 訳

新生命保険料

の金額

円 旧生命保険

料の金額

円 介護医療保

険料の金額

円 新個人年金

保険料の金額

円 旧個人年金

保険料の金額

円
50 ,0 00 1 0 0 ,0 0 0 80 ,0 00 1 2 0 , 0 0 0

住宅借入金

等特別控除

の額の内訳

住 宅 借入 金等

特 別 控除 適用
1

居 住 開 始 年 月 日

（ 1 回 目 ）

年

内 円 円 円 円

800 ,000 120 ,000 50 ,000 38 ,500

従人

1
社会保険料等の金額 生命保険料の控除額 地震保険料の控除額 住宅借入金等特別控除の額

1 2 4160 ,0 00 2

人 人 人内人人有 従有 円 人 従人 内 従人 人

親族の数

0
控 除 対 象 扶 養 親 族 の 数 16歳未満 障害者の数 非居住者

内 円

の有無等 控 除 の 額
老人 特　定 老   人 その他 の数 特　 別 その他

源 泉 徴 収 税 額

円

4 ,280 ,000

配 偶者 (特 別)
（配偶者を除く。） 扶養親族 （本人を除く。） である

所得控除の額の合計額

給与・賞与

内 円 円

6 ,000 ,000 4 ,260 ,000

支  払  金  額 給与所得控除後の金額種      別

支　払

を受け

る　者

(役職名）

氏

名

（フリガナ）      　　　オオヅ　タロ ウ

大津　太郎

給

与

支

払

報

告

書
（

個

人

別

明

細

書
）

熊本県菊池郡大津町○○番地
（令和7年1月1日現在の住所を記入）

(受給者番号) 12 3-45 6

住

所

(個人番号)

(源泉)控除対象配偶者

（1）

678901 2345 67　大津　夏子

7
※ ※種　別 ※整理番号 ※

未

成
外

死

亡
災 乙 本人が障害者 寡  婦 寡

勤

労 中 途 就 ・ 退 職 受 給 者 生 年 月 日

支

払

者

　熊本県菊池郡大津町□□□番地
住 所 ( 居 所 )

又 は 所 在 地

　□□□株式会社
氏名又は名称

（電話）

5 4 3 2 1 0

　0 9 6 - 2 9 3 - ××××

9 8 （右詰で記載してください。）

3 5 4 1

個人番号又は

法人番号
9 8 7 6

昭 平 年 月 日

○ 6 7 1

成

年

者

国

人

亡

退

職

害

者 欄 夫

労

学

生

中 途 就 ・ 退 職 受 給 者 生 年 月 日
特

別

そ

の

他

一

般

特

別 就職 退職 年 月 日 明 大

２

３

１

４

　


